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例会場／岡山市北区駅元町1-5 ホテルグランヴィア岡山
例会日／毎火曜日　12:30～13:30

理 事 ・ 役 員
2025．７～2026.６

週報
2025-2026年度国際ロータリーのテーマ

2025-2026年度国際ロータリー第2690地区メッセージ
「UNITE FOR GOOD」

よいことのために手を取りあおう
2025-2026年度岡山北ロータリークラブのスローガン

元気になることをしよう

会員増強・退会防止（理事）� 馬　場　幸　三
広報（理事）� 永　山　雅　己
奉仕プロジェクト（理事）� 廣　野　景　治
ロータリー財団（理事）� 磯　島　芳　樹
クラブ３年計画� 牧　本　太　郎
親睦活動� 杉　山　栄　洋
プログラム� 米　林　　　真
直前会長（理事）� 髙　橋　茂　樹
次期会長� 上野山　　　剛

会　長� 高　畠　　　浩
副会長� 上野山　　　剛
幹　事� 砂　田　信　義
副幹事� 宮　井　　　宏
会　計� 岸　本　達　也
S.A.A.� 三　宅　浩　司
副S.A.A.� 磯　島　慈　海

次回６月２日のプログラム

本日のメニュー：夜間例会特別メニュー
次回のメニュー：米山ランチ（洋食）

スケジュール

「地域密着のｅスポーツチームの挑戦
　「ｅスポーツで地域を盛り上げる」」
� プロｅSPORTsチーム SETOUCHI SPARKS　　
� 代表　大　島　丈　生 様

　ゲスト
　YAMAMOTO ORGANIZATION（カンボジア）　KAMPU JHC CO., LTD
� 副総支配人　山　口　のり子 様

6月のお祝い行事
　会員誕生日：牧本、松田、佐々木君
　結婚記念日：木道、岸本、杉本君

No.2674　2026．５．26．　　第 32 例会

５月　青少年奉仕月間
31日㈰　家族親睦旅行

６月　ロータリー親睦活動月間
２日㈫　12：30～例会
　　　　13：40～第12回理事役員会
９日㈫　12：30～例会
13日㈯～17日㈬　RI国際大会（台湾・台北）
16日㈫　例会取消し（定款第7条第1節）
23日㈫　12：30～例会　退任挨拶①
30日㈫　12：30～例会　退任挨拶②

「会場移動夜間例会」

出席の状況
　会 員 数　52名（出席免除者0名）
　　　　　　出席者数　27名
　　　　　　欠席者数　25名
　出 席 率　51.92％

前回５月19日の例会記録



会長挨拶

　この日曜日クラブ活性化ワークショップへご参加の次年度委員長の皆様おつかれさ
までした。当日は岡山北西ロータリークラブの笠原会長よりご招待いただいておりま
した「最上稲荷 第四十七回 献茶式・讃仰茶会」との日程が重なり欠席をさせていた
だきました。
　このお茶会は、五つの流派が一堂に会するという大変珍しく、かつ贅沢な催しです。
厳かな空気の中、それぞれの流派が持つ歴史や美学に触れることができ、非常に有
意義な時間を過ごすことができました。

　当日は、そのうち「表千家」「裏千家」、そして「お煎茶」の三つのお席を回らせていただきました。ま
ず一つ目の「表千家（おもてせんけ）」は、千利休が確立した「わびさび」の精神と伝統を、最も忠実に
受け継いでいるとされる流派です。お茶を点てる際、あえて表面を泡立てすぎず、お茶そのものの深い緑
色や風味を自然な形で味わうのが特徴です。その所作からは、飾らない質実剛健な美しさを感じました。
　次に「裏千家（うらせんけ）」のお席です。裏千家は、時代に合わせて茶道を積極的に広めてきた歴史
があり、華やかで親しみやすい雰囲気が特徴です。お点前では、茶筅をしっかりと振って、表面にきめ細
かなクリーミーな泡を立てます。見た目にも美しく、口当たりがまろやかなお茶をいただきました。
　そして三つ目が「お煎茶（煎茶道）」のお席です。先の二つが「抹茶」を使うのに対し、こちらは私た
ちが普段急須で淹れるような「茶葉」を使うお茶です。江戸時代に、形式にとらわれず自由に語り合うこ
とを好んだ文人や知識人たちの間で広まったもので、堅苦しさがなく、リラックスした自由な精神が重ん
じられています。茶葉の豊かな香りと、深い旨みを堪能いたしました。
　このように、同じ「お茶をいただく」という行為であっても、流派によって大切にしている精神やアプロー
チが全く異なります。しかし、根底にある「おもてなしの心」や、相手を敬い、その場を共に楽しむとい
う「和敬清寂」の精神は、どの流派にも共通するものでした。
　これは、私たちロータリーの活動にも通じるものがあると感じました。職業や背景は違えども、「奉仕の
理念」という共通の心で繋がり、クラブの垣根を越えた親睦の素晴らしさと、奉仕の精神の原点を改めて
学ばせていただいた気持ちになりました。

１．5月17日（日）クラブ活性化ワークショップが開催され、上野山次期会長、磯島次期幹事、
髙橋次期クラブ会員増強委員長、次期クラブ公共イメージ委員長代理 堀川会員、渡辺次期
クラブロータリー財団委員長が出席されました。

２．ハイライトよねやまVol.314、他クラブ週報を回覧いたします。

幹事報告

高畠君：山口さん、本日はご参加頂きありがとうございます。
上野山君：先日のクラブ活性化ワークショップに参加の皆様、おつかれさまでした。髙橋さん、

報告ありがとうございます。
廣野君：山口さん、本日はようこそ‼今年もカンボジアではお世話になりました。
橋田君：年男の抱負のお話をさせて頂きます。どうもすいません。
妹尾君：本日、つたないお話をさせていただきます。よろしくお願いします。
堀川君：山口さんお世話になります。本日はありがとうございます。
　　　　先日は、クラブ活性化ワークショップに参加してまいりました。皆様と懇親もでき楽

しかったです。次期上野山会長ごちそう様でした。
磯島（慈）君：クラブ活性化ワークショップ前のランチでは上野山会長エレクトより美味しいフレ

ンチをご馳走になり、ありがとうございました。
三宅君：山口様のご来訪歓迎致します。
　　　　結婚記念日のお花をありがとうございました。

Ｓ．Ａ．Ａ．
幹事報告

出席報告

スマイル報告



奉仕プロジェクト委員会

　1月に実施したカンボジア奉仕活動の感謝状を現地NGOの相引氏が預かって帰国してくれました。

委員会・活動報告

お寺からの感謝状

Googleレンズで翻訳してみました

小学校からの感謝状

カンボジアでお世話になった山口さんを囲んでカンボジア奉仕メンバー集合



雑誌委員会　
　委員長　橋田　歳行　会員

　「ロータリーの友5月号」の紹介

　この人を訪ねてのコーナーで「50歳を機にトランスジェンダーを公表」した「E
クラブ」のメンバーの体験話や現在の活動を紹介されました。
　また、福岡空港のお店を例会会場とする利便性を取り入れたり、DXの積極導入、事務局員を雇用
しないで経費を抑えるなど革新的な取り組みの新クラブの誕生記事を紹介されました。

親睦活動委員会　
　委員長　杉山　栄洋　会員

　5月26日（火）に開催の「会場移動夜間例会」について、岡山駅からの送迎バ
スの案内、並びに31日（日）に開催の「家族親睦旅行」についての案内がされま
した。

クラブ活性化推進計画委員会　
　委員長　髙橋　茂樹　会員

　5月17日に倉敷アイビースクエアで開催されたクラブ活性化ワークショップの
報告として、講演会をお聴きし、ロータリー活動を頑張ろうという意欲がわく報
告をいただきました。例会出席の大切さと、特にロータリー活動を一生懸命想い

を持っている会長挨拶が大切。また、活動する中で「寛容の心」が大切。世界のロータリー人口120
万人の7％が日本人で、ロータリー活動は多くの日本人に理解され受けいれられているとの報告をい
ただきました。



　還暦でございます。嬉しくありません。丙午です。丙の午がなにかもよく知り
ません。丙午、ひのえうま言われて「なんのことやねんン」と思いながら大きく
なりました。干支が一回りして「あんた丙午か」言う人がいなくなりました。心
身ともに大きな問題もなく還暦というのは、喜ばしくもあり、感謝せねばならな
いと思います。
　この前の年男、48歳の時にもご挨拶をさせていただいたんだろうと思います。
次の年男は72です。目もくらむような高台にまたこうして元気でご挨拶できるこ

とを目指そうと思います。
　約12年前の名簿からおよそ23名の会員がクラブを去っています。岡山北ロータリーを去られた方の
私の思い出をお話ししてみようと思います。
　ABさん、シュッとした紳士でしたね。私が幹事をするときロータリーのイロハを教えていただき
ました。会社に伺ってお話聞かせていただきました。ロータリーの関連書籍を5冊ほど貸していただ
きました。よう考えたら貸していただいたロータリー本読ん
でませんね。今思い出しました。返事だけはいい私でした。
　FRさん、物静かな男。まだ50代半ばです。まだ若い、戻っ
てこい。
　FKさん、ボスでしたね。黙って座っているだけで怖かっ
たですね。近寄れませんでした。私が入会したころには、毎
回は来られてませんでしたが、理事会だけ来られるのを見て
理事会は重いんだなと思いました。
　FKさん、短かったですね。
　HSさん、HSさんを知らない会員がもう半分もいるんです
ね。面白い人でした。例会後に下の喫茶店で雑談していたの
を思い出します。Yさんが若いころの武勇伝をご本人の前で。
武勇伝言うても柔らかい武勇伝です。お元気なら、女性会員が増えた岡山北RCを喜んでくれたと思
います。
　HIさん、ほんとなら会長をしてもらわないといけない人でした。帰ってきてもらいたいですね。お
元気でしょうか。
　IKさん、今でも喫煙室にいるような。僕は好きでしたね。メッチャタバコ吸ってました。
　KHさん、沢山の思い出があります。一度退会されて戻ってこられて会長をされました。幹事を受
けたとき喋ったことなかったんですよね。不出来な幹事によく辛抱して下さったと思います。良く怒
らずにいてくれたな。何回か怒ってました。立派な方でした。
　KTさん、一生懸命の人でした。一生懸命ロータリーをやりすぎたかな？もうちょっと手を抜いて
もいんじゃないの。まだ50代、会員拡大の候補かもしれません
　MTさん、MTさんの面白さをご存知でしょうか？体調が万全ではないことは承知してましたが、
とても積極的にロータリーをされている印象です。冗談も仰います。めちゃめちゃ小さい声で。
　MTさん、面白いクセ強い人、国を相手に裁判する人、そういう人嫌いではありません。内ポケッ
トから判決文を出して見せてくれました。喫煙所で「これは帰れんぞ」と。
　MWさん、3，4年頑張ったのに残念です。
　MHさん、市議会議員になられてあまりお出でにならなくなった印象です。
　SKさん、先生は大正生まれでしょうか？ＢＭＷでこられてました。「運転なさるんだな」話しかけ
づらいが話しかけてみた。「戦争の頃はどうでしたか？」「どの戦争ですか」と仰られ恥じ入った事を
鮮明に記憶しています。
　ご出棺に「海ユカバ」

雑誌委員会委員長　橋　田　歳　行 会員 

「年男の抱負」

橋田会員より次期幹事 磯島慈海会員へ
ロータリーの本の贈呈



　SHさん、素敵な人でした。陽気な人でした。お元気でしょうか。
　TAさん、今日いても不思議ではない。
　TKさん、ゴルフのTKさん。喫煙所のTKさん。お酒もお好きでしたかね。
　THさん、短い間ですが。プログラム委員長として生涯忘れない体験をしました。
　WIさん、面白い人だったのかも。今思えば。
　YTさん、ご意見番という印象。いい意味で必要なうるさ型
　YHさん、ちいさいおじいさん。普段はとても物静か。でも
　YHさん、高知北RCから。高知北RCにバス旅行でおじゃましました。

創業80周年を迎えた株式会社サンベルコの歴史をお話しいただきました。

　　妹　尾　一　人 会員 

「イニシエーションスピーチ」
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岡山平野干拓の歴史

江戸時代以前 三大河川の沖積作用で広大な干潟が形成される
先進的な製鉄技術により土木技術が発達する

江戸時代 新田開発のための大規模な干拓が行われる

近代（明治から昭和） 大型重機等を活用、会社組織による大規模干拓が行われる

池田光政 津田永忠

藤田伝三郎 ムルデル

干拓によって広大な農地を得る事が出来る その一方・・・

飛鳥時代の岡山

文化、情報の集積点としての岡山

・大陸から技術の流入
・豊富な鉱物資源と木材

製鉄技術,道具の発展

出雲

畿内文化 技術

戦国時代の岡山

干拓によって作られた土地の宿命

１．水害との戦い
干拓で作られた土地は海抜０ｍ以下

⇒内水排除のための施設整備
干拓地にある河川は全て人工河川

⇒合流点で発生するバックウォーター現象等の対策
⇒堤防の維持、強化



平成３０年災

平成３０年災

会社概要

社名
創業
代表者

資本金

従業員数

売上高

資格、認証

株式会社サンベルコ
昭和２１年４月
妹尾一人

４,０００万円

約８０名 （鋼構造部門６０名、地盤事業部２０名）

約２７億円 （鋼構造部門２０億円、地盤事業部７億円）
（令和７年度実績）

ＩＳＯ９００１、１４００１
事業継続力強化計画（ジギョケイ）認証

（鋼構造部門６０名、地盤事業部２０名）（鋼構造部門６０名、地盤事業部２０名）（鋼構造部門６０名、地盤事業部２０名）（鋼構造部門６０名、地盤事業部２０名）（鋼構造部門６０名、地盤事業部２０名）（鋼構造部門６０名、地盤事業部２０名）

水門の施工事例

平成３０年災

平成３０年災

干拓によって作られた土地の宿命

１．水害との戦い
干拓で作られた土地は海抜０ｍ以下

⇒内水排除のための施設整備
干拓地にある河川は全て人工河川

⇒合流点で発生するバックウォーター現象等の対策
⇒堤防の維持、強化

２．地盤沈下との戦い
干拓地の地盤は百年単位で沈み続ける
地震の揺れが大きい、液状化現象の発生

⇒全ての構造物に対策が必須

この宿命に対峙することが の使命ですの使命ですの使命です

主要事業

鋼構造部門
水門、除塵機の設計、製作、据付
鋼橋の設計、製作、架設
各種プラントの製作、据付

地盤事業部 地盤調査
地盤改良、杭打工事
沈下修正工事

各種プラントの製作、据付

地盤事業部 地盤調査
地盤改良、杭打工事
沈下修正工事

ローラーゲート（河川）



�
会報委員会：永山雅己、坪井　翔、大塚雅司、佐々木和也、福嶋　紘

ローラーゲートローラーゲート(ローラーゲート((((海岸）

起伏堰

ライジングセクターゲート

百間川とは
正式名称 旭川放水路

延長 12.9㎞

排水機場 7基

河口水門 1基

樋門 45基

建設省(国土交通省)事業期間 約50年

総事業費(昭和45年以降) 約900億円

洪水時旭川の排水能力向上を目的とする

工事開始は1670年ころ ・・・ 着工から完成まで約350年の公共工事

continuing our mission

to protect lives and property

ご清聴ありがとうございました

木製ゲート

ゴム堰

閉 開
ライジングセクターゲート

会社の存在意義

■防災減災の使命
地震や水害を出来る限り防ぐ
■被災地に寄り添う使命
一日も早い復旧復興
■南海トラフ大地震が
岡山県の最大リスク

■河川、海岸の強化
建物の地盤補強が最大の防御

生活の糧を得る為の
場としての存在

災害から命と財産を
守ることが使命

想定される災害に
特化させることが

大事

水と土を制する技術を有する
唯一の企業となる事


